
中核機関との連携について
― ―

東京精神保健福祉士協会 成年後見権利擁護支援委員会
令和５年度 勉強会

内容
『(成年後見)中核機関』とは、成年後見制度の広報や相談窓口の開設を行うほか、制度に関
わる各種個人・団体の情報を集積し、相互の連携の強化を図ることを目的とした機関です。
平成28年5月の「成年後見利用促進法」に基づき、設立が始まった『中核機関』ですが、まだ
身近に感じている方が少ない印象を受けます。しかし、『中核機関』との連携が、成年後見制
度の利用を豊かにしていく鍵となっていきます。
今回、委員会設立後、初の勉強会として「中核機関とは何か」・「連携の方法・仕方」を会員の
皆さまと共に学びたいと思います。加えて、「成年後見制度推進機関」との関連や、『中核機
関』とこの委員会との関係性も触れたいと思います。
会員の皆さまと一緒に学べる機会を楽しみにしております。

２０２４年１月２５日（木）１９：００～２０：３０

拡大委員会方式で開催しますので、非会員の方もZOOMでご視聴できます。

申込方法

kouken@tokyo-psw.comまで

①お名前②東京精神保健福祉士協会
会員or非会員③連絡先メールアドレス
④所属or資格を記入の上お送り下さい。

お問い合せ用メールアドレス
kouken@tokyo-psw.com

講師 ： 毛塚 和英氏
(社福)はらからの家福祉会 地域生活支援センタープラッツ所長。(NPO)全国精神障
害者地域生活支援協議会(あみ)理事。(一社)東京精神保健福祉士協会成年後見権利
擁護支援委員会委員。精神保健福祉士・主任相談支援専門員。
2004年より(社福)桜ヶ丘記念病院のソーシャルワーカーとして１３年勤務。2017
年に、現在のはらからの家福祉会へ。2008年より成年後見人等の個人受任をし、
計4名の経験あり。2010年、日本精神保健福祉士協会認定成年後見人ネットワーク
「クローバー」の立ち上げ時の委員を担う(～2021年3月)。2018年、国分寺市にて
法人後見を担う(NPO)成年後見ウィルを立ち上げる(理事)。また、国分寺市・府中
市・立川市・杉並区の中核機関の委員も担う。
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